
令和６年（202４年） ７月１６日 
                                                        
 

                                           母さんと 背丈が 
     同じになった夏 

                                                     作  ある中学生 
   
梅雨明けを知らせる白南風（しらはえと ： 梅雨明けの晴れ渡った空に吹く南風）が吹き、いよ

いよ本格的な夏がやってきます。 保護者の皆様、いかがお過ごしでしょうか。 
１学期も残すところ３日となりました。 今日から学期末個人懇談会が始まり、１学期の生活を振

り返ります。 お子様の頑張りについては、しっかりと褒めてあげてください。 一方、教育相談の立
場からすると、「楽しく学校生活を送ることができたか」という点がポイントです。 下の記事のよう
に、近年、不登校児童生徒数が全国的に激増しています。 不登校には様々な要因がありますが、
そのような状況になった際には、ご家庭と連携して対応して参りましょう。 
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毎年９月、文部科学省から、前年度の標記調査結果が発表されます。  
具体的には、暴力行為・いじめ・不登校・自殺などです。 現時点では、 

令和４年度分が最新の情報ですが、生徒指導上の諸課題について、その 
状況をお知らせします。 なお、令和５年度分については、この９月に最 
新の数値が発表されますので、あらためてお知らせします。 

Ｒ４生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要（文科省） 

１ いじめ 
小・中・高等学校及び特別支援学校におけるいじめの認知件数は６８１，９４８件（前年度６１ 

５，３５１件）であり、前年度に比べ６６，５９７件（１０.８％）増加した。 児童生徒１，０００人当た
りの認知件数は５３.３件（前年度４７.７件）。 
いじめの重大事態の件数は９２３件（前年度７０６件）であり、前年度に比べ２１７件（３０.７％）

増加し過去最多となった。 
 
２ 暴力行為 

小・中・高等学校における暴力行為の発生件数は９５，４２６件（前年度７６，４４１件）であり、
前年度から１８，９８５件（２４．８％）増加した。 児童生徒１，０００人当たりの発生件数は７．５
件（前年度６．０件）。 ＊発生件数は、Ｈ２９年度から小学校が中学校を上回っている。 

 
３ 不登校 

小・中学校における不登校児童生徒数は２９９，０４８人（前年度２４４，９４０人）であり、前年 
年度から５４１０８人（２２．１％）増加し、過去最多となった。在籍児童生徒に占める不登校児 
童生徒の割合は３．２％（前年度２．６％） 。 
過去５年間の傾向として、小学校・中学校ともに不登校児童生徒数及びその割合は増加し

ている （小学校 H３０：０．７％→ R４：１．７％ 、中学校 H３０：３．７％→ R４：６．０％）。 
高等学校における不登校児童生徒数は６０，５７５人（前年度５０，９８５人）であり、前年度か

ら９，５９０人（１８．８％）増加した。 在籍児童生徒に占める不登校児童生徒の割合は２．０％
（前年度１．７％）。 ＊近年、小学校（児童）の不登校の増加が顕著に見られる。 

 
４ 中途退学 
 
  高等学校における中途退学者数は４３，４０１人（前年度３８，９２８人）であり、中途退学率は
１．４％（前年度１．２％）。 中途退学の主な理由としては、進路変更によるものが最も多く、 
１９，００５人（前年度１７，２１９人）となっている。 

 
５ 自殺 
  小・中・高等学校から報告のあった自殺した児童生徒数は４１１人（前年度３６８人）。 
  うち、「いじめの問題」と考えられるものは、５人（１．２％）。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

前号で紹介した 「思春期に起こりうる問題について」Ⅱ は、 『１３歳の壁』 です。 
  『１３歳の壁』 とは、小学校から中学校に進んだあと、新しい環境に適 
応できず、ますます難しくなる数学や本格化する英語の授業にもついてい 
けなくなって、結果、勉強嫌いになったり、不登校になったりする子が増える 
現象を指します。 
すなわち、中学 1年生から 2年生あたりが要注意、ということになりま 
す。 ただ、逆を言えば、これら 2つの壁が立ちはだかる時期は、これまで 
勉強面で結果が出ていなかった子どもにとって、先行する優秀な同級生 
に追いつき逆転する絶好のチャンスと言うこともできるでしょう。 
では、この 『１３歳の壁』 の乗り越え方です。 それは、大人の子育て作戦です。 環境が変わ
れば、新しい先生や友だちとの出会いがあります。 部活動も本格化し、新鮮なことも多い反面、
人間関係でモメたりするマイナス面も生じやすいものです。 
そういう時期は、子どもの気持ちが安定し、安心して生活できるよう、これまで以上に会話を増
やしたり、子どもの表情を観察するよう心がけてください。 ただし、子どもをもう子ども扱いしない
ことが重要です。 
このように、恋愛話でも進路のことでも、子どもを大人扱いして、お父さんとお母さんが同じ位
置に立って会話をすることがコツです。 

思春期に起こりうる問題についてⅡ（13 歳の壁） 

こころに響く絵本の薦め 

今年の夏休みは４１日あります。 生徒の皆さんは宿題や受
験勉強、部活動に忙しい日々が続くと思われますが、日頃より
はゆとりがあるはずです。 そこで、下に、こころに響く絵本を紹
介しますので、ぜひ読んでください。 もちろん、保護者の皆様
にもお読みいただきたい絵本です。 「元気をもらった」・「温
かい気持ちになった」・「涙なしでは読めない」など、好評価が
多くあります。 
ストレス解消になったり、夏の暑さを忘れたりできるものと思

われますので、ぜひ一冊手にしてください。 
 
💛 たいせつなきみ         いのちの言葉社 

💛 きつねとぶどう          金の星社 

💛 わすれられないおくりもの  評論社 

💛 はなちゃんのみそ汁      講談社 

💛 どうぞのいす           ひさかたチャイルド 

💛 おおきな木            あすなろ書房 

💛 幸せの絵本            ＳＢクリエイティブ 

💛 いつでも会える         ＧＡＫＫＥＮ 

こ
ど
も
の
相
談
窓
口 

悩み・不安は誰にでもあります。 そんな時、「自分一人だけ」と一人
で思い悩まずに誰かに相談することも必要です。 いじめや不登校、友
達のこと、家族のことなど、困ったことがあったら、ぜひ相談してくだ
さい。 
また、保護者の皆様におかれましても、お子様のことでお悩みがあれ

ば、以下のような相談窓口がありますのでご紹介します。 もちろん、
通常時は、東中学校にご一報ください。 （２２－０１０８） 

 
■ ふれあい教育センター（子どもと親のサポートセンター） 
・ふれあい総合テレフォン  083-987-1240  月～金 8:30～17:00 

   ・24時間子どもＳＯＳダイヤル 0120-0-78310  毎日   ２４時間 
■ 岩国市ヤングテレフォン（岩国市教育委員会） 

                0120-22-7830   0827-43-0900（携帯電話から） 
■ こどもの人権１１０番（非行・いじめ相談  山口地方法務局 
            0120-007-110 

 
 
日本各地で連日、「熱中
症警戒アラート」が発令さ
れています。 加えて、夏休み
においては、標題の「ゲーム
＆スマホ 熱中アラート」も
発令されます。 
  時間的にゆとりがある分、
その空き時間をゲームやス
マホ利用にばかり費やすと、
生活習慣が乱れ、昼夜逆転
になる危険があります。 ま
た、トラブルに巻き込まれる
可能性があります。 ゲーム
や SNS を長時間続けて、そ
れが習慣化していくと、依存
症になります。 適切な使い
方を心がけさせ、充実した
夏休みにしてほしいと思い
ます。 

ゲーム＆スマホ 
熱中アラート発令 


